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ふつうに仕事をしてふつうに仕事をして

ふつうに生活できる社会へふつうに生活できる社会へ

春の統一地方選において、
みたび

三度、

市議会に送っていただきました。

選挙で訴えた、「ふつうに仕事を

して ふつうに生活できる社会」を

目指し、3期目も取り組んでまいり

ます。

後を絶たないブラック企業問題

や、「健全財政」優先による各種

社会保障の被保険者負担の増大な

ど、課題は多くあります。また、

日々寄せられる生活に密着したご

要望についても、一つでも多く叶

えられるように尽力していかなけ

ればなりません。

これらを通じ、近年の低投票率

に見られる危機的な「政治的無関

心」に一石を投じる 4年間にして

まいります。

      跡地利用 年度内 方針明示 

市内 5 か所で運営さ

れてきた市の老人デイ

サービスは、「民間デ

イの増加」を理由に廃

止が進められ、本年度

末の北部デイ廃止で全

廃となります。

西部、作野、北部は

地区福祉センター内で

デイが行われてきたた

扉が無く、アコーディオン

カーテンのみのトイレ。デ

イでの介助には適しても、

一般利用者には適さない。

め、デイの跡地利用が

課題となっています。

市は、デイで使用し

てきたトイレや介助浴

室などの跡地利用につ

いて、費用対効果など

を踏まえ、「今年度末

までに一定の方向性を

明示したい」との姿勢

を示しました。




